
　東多久町の樋口純裕さんが高校生最後の夏、クライミングの国
際大会に挑むのは8月28・29日の『2010ワールドカップ韓国大会』
と9月上旬にイギリスで開催予定の『ワールドユース選手権』。共に
権威ある大会で、男子リードの部に出場します。ワールドカップは
一般選手（20歳以上）に交じって初出場した昨年の世界選手権（中
国）に続く挑戦で、6月に行われた第24回リードジャパンカップ千
葉大会の好成績による強豪国日本の代表選手入り。遠征前にも国
内の競技会に参戦しながら練習、合宿を積んで、世界一を狙います。

　純裕さんは、学業と両立しながら、国内外屈指の大会に飛び回り、名を刻んでい
るスポーツクライミング選手です。手足の指先一点に全神経を集中させ、傾斜
した壁の完登を目指すクライミングの競技種目には、ロープなしで約5mの
人工壁を登る『ボルダリング』や、12m以上の高さがある人工壁を命綱
を体にくくり、自らがルート途中の確保支点にそのロープを通しながら
登る『リード』などがあり、純裕さんが得意とするのはリード競技。
スタート前6分間でルートを描き、制限時間（6分前後）内にイ
メージ通りに頂上まで到達するという頭と体力を使う競技です。
　クライミングとの出会いは、2、3歳の頃。当時も多久高登山部
顧問をしていた父・義朗さんの影響で、純裕さんは「遊びで親し
んでいたのがきっかけで、小学生の頃は柔道や水泳もやっていま
したが、体格に合うクライミングを選択し、中学で本格的に始め
ました」と。以来、県内唯一人工壁の練習場がある多久高で、練習を積んでいます。

　懸垂や腹筋など筋力強化トレーニングも欠かさず、壁を登ることを体で覚え、国内大会にデビューした中学1年の夏、富山
県でのジュニアオリンピック（アンダーユースBの部）で準優勝。以降は、めきめきと頭角を現し、中学3年の夏には、南米
エクアドルで開かれたワールドユース選手権で国際大会初参戦し準優勝。高校進学後も何戦もある国内外の大会に飛び回り、
経験を積み、優れたボディバランスを武器に、ユース世代では国内トップレベルをキープしています。一般選手に交じった大
会にも出場し、スポンサーもつくほど成長した姿に義朗さんは「中学生から育てた選手は私自身初めてで、中学生で高校生並
みの練習量をこなしていたし、その積み重ねと精神力の鍛錬に合わせ、強化選手として合宿で鍛えられたのも大きい。それに、
私の教え子たちが九州のクライミングを牽引する活躍を現在もしているので、汗を共にした先輩やそれ以前に、練習する壁も
なく試行錯誤して、力を付けていった先輩の影響もあるでしょう」と話し、親として、指導者として、今も支える立場です。

　父の支えに深く感謝する純裕さんは、多くの場を踏んで学んだことを義朗さんにも
伝え、新しい時代にふさわしいトレーニングのあり方にも野心を示します。そして、
「やってみたことで自分に合う競技だと確信し続けて、いい成績も残せてきたが、そ
れを維持していくのは簡単ではない。世界大会となると、もっと体力が必要だし、韓
国のワールドカップは前年のリベンジでもあり、自分の本気がどれくらいなのかを確
かめる大会でもある。まずは、自分自身との戦いに集中し、ワールドカップで優勝し
たい。そして、大学受験後もクライミングを続け、プロのクライマーが夢です」と、
まっすぐな目で将来を見つめ、クライマー人生への道を描いていました。
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僕でいいのかな…

走攻守揃ったいい選手

憧れはマリナーズのイチロー選手

■左投げ、左打ちの
章剛さんは、身長167
㎝、体重61kgと恵ま
れた体格からの速球
に、打撃や盗塁も武
器。星野仙一さんも
同行する国際大会を
楽しみにしています

長く野球を続けるには、取り組む姿勢が大事。これ
におごれることなく、どんどん上を目指せば、将来
も有望でしょう。世界大会は貴重な経験なので、自
分自身に磨きをかけて、感じたものを友達や先輩に

伝えてくれたら嬉しい。
(厳しき中にも、伸び伸び野球で楽しさへと導
く坂下監督も北多久町出身でした)
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　中央中1年の武富章剛さんが、
日本代表として出場するのは、8
月14～22日にアメリカ (メリーラ
ンド州) で開かれる『カル・リプ
ケン12歳以下世界少年野球大会』。
この大会は、アメリカ大リーグ
で2632試合連続出場の世界記録
を樹立した元メジャーリーガー
のカル・リプケン・ジュニアが

少年野球の発展を目的に2000年から
始めたもので、日本代表の出場は4回
目。カナダ、ドミニカ、韓国など6か
国の代表チームとアメリカの10チーム
が世界一を競うものです。

　章剛さんは現在、小城市の硬式野球チーム・黄城ボーイズ
中学部に所属する野手で、走・攻・守が揃い、投手としての能力も高い選手。今年
3月、小学部で出場した日本少年野球全国春季大会（東京）で、飛びぬけた素質
が日本少年野球連盟（ボーイズリーグ）選考委員の目に止まり、レベルの高い
23選手が臨んだ2次選考会（大阪）を経て、代表入りしました。国際大会で
勝つチームづくりに向けた2日間のセレクションでは、プレーはもちろ
ん、協調性や社会性なども重視。全国から選ばれた15人の1人で、九州から
は唯１人、県内からは歴代2人目という快挙に本人は、「知らせを聞いて、
僕でいいのかなと思った」と嬉しさの中にも驚きが大きかったようです。

　章剛さんが野球を始めたのは小学４年になってから。プロ野球選手
に憧れ、地元の北部少年野球チーム（軟式）に入部し、野球の楽しさ
に出会います。小学6年の12月、「高校もプロ野球も硬式だから、早
めに挑戦したい」と、黄城ボーイズに入団。小中学生一緒の練習スタ
イルの中で、体力づくりと心身を鍛錬しながら、技術に磨きをかけて
います。
　指導する坂下幹夫監督は「走攻守揃ったいい選手で、無駄口がな
く、黙々とメニューをこなし、自分の課題を克服しようとする取り組
み姿勢もいい。全国大会では1回戦で敗れたものの、全てのプレーで
光っていたし、その予選だった地区大会2試合では、全打席、全部ヒッ
トです。中学になって数か月ですが、実力で3年生に交じってレギュ
ラーを確保し、左バッターでライト方向へも大きな当たりが飛ぶように
成長。先日の練習試合では、ホームランを打ち、スタンドに入れる1年生
は初めて見ました。ピッチャーとしても中学生離れした速球やコントロー
ルのいい変化球も投げます」と話し、優れた能力と成長ぶりを紹介。チーム
は、監督が主宰するジムで筋力やボディバランスを高め、土・日はグランドで
練習に励む中、チームメイトとともに行動がテキパキで、朝は自分で起床する、練
習着やユニフォームなどは自分で洗濯など生活習慣にも、スポーツマンの精神が及
びます。

　7月末から8月初旬に大阪での強化合宿を前に、章剛
さんは「日本代表として恥ずかしくないよう、ピッチャー
としても、バッターとしても、自分のやれることを十分発
揮したい」と、さわやかな笑顔で抱負を語り、「憧れはマ
リナーズのイチロー選手。プロ野球選手になって、年間
200本安打を打ちたい」と、大きな夢に向かって前進し
ていました。
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ガンバレ！
たけどみ あきまさ

武富  章剛 さん
（中央中１年・
北多久町）
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